
　
誰
も
が
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
田
畑
毅

県
議
（
茂
原
市
・
1
期
）
は
、
12
月
の
定
例
県
議
会
に
登
壇

し
、
県
立
長
生
の
森
公
園
や
県
立
高
校
の
ト
イ
レ
の
整
備
、

長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
な
ど
、
多
項
目
に
わ
た
っ

て
県
民
・
市
民
の
立
場
か
ら
県
執
行
部
の
考
え
方
を
た
だ
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

県
立
長
生
の
森
公
園
の
整
備
を
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の
授
業
料
が
無
償
化
さ
れ
る

中
、
生
徒
が
、
安
心
し
て
、
快

適
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
県
立
高
校
に
お
い
て
学

習
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

今
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
県
立
高
校

の
環
境
改
善
の
た
め
、 

ト
イ
レ

全
体
の
改
修
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

教
育
長　
県
立
高
校
の
建

物
は
、
そ
の
多
く
が
昭
和
40

年
代
、
50
年
代
に
建
設
さ
れ
、

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
ト

イ
レ
改
修
も
含
め
た
、
校
舎

全
体
の
大
規
模
改
修
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
当
面
、
大
規
模
改

修
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
学

校
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
改

修
に
先
行
し
て
、 

普
通
教
室

棟
の
ト
イ
レ
の
１
系
統
を
、

便
器
の
洋
式
化
の
ほ
か
、
床

の
ド
ラ
イ
化
や
、
配
管
の
更

新
な
ど
、
全
面
的
に
改
修
し

て
い
ま
す
。

　

学
校
は
、
生
徒
が
１
日
の

大
半
を
過
ご
す
学
習
・
生
活

の
場
で
あ
り
、
快
適
な
環
境

で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
ト

イ
レ
を
含
め
た
施
設
整
備
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

田
畑
議
員　
長
生
地
域
に

お
け
る
高
校
の
ト
イ
レ
先
行

改
修
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

　

教
育
長　
長
生
地
域
に
あ

る
、
長
生
高
校
、
茂
原
高
校
、 

茂
原
樟
陽
高
校
、
及
び
一
宮

商
業
高
校
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
、
今
年
度
設
計
を
行

い
、
来
年
度
に
改
修
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
が
「
汚
い
」

と
い
う
理
由
で
、
使
用
を
我
慢

し
、
体
調
や
学
習
に
支
障
が
出

る
よ
う
な
生
徒
も
い
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
す
る
。

　

来
年
度
か
ら
、
私
立
高
校

高
校
の
ト
イ
レ
は
古
く
て
汚
い

と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。

　

老
朽
化
し
た
配
管
は
、
に
お

い
が
残
り
や
す
く
、
湿
式
の
床

は
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
く
不
衛

生
で
あ
る
。

　
ト
イ
レ
を
含
め
た

施
設
整
備
の
充
実

は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

選
ば
れ
る
県
立
高
校
と
す
る

た
め
に
も
、 

引
き
続
き
ト
イ

レ
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む

よ
う
要
望
す
る
。

要望

　

田
畑
議
員　
県
教
育
委
員
会

は
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
、
全

て
の
県
立
高
校
の
ト
イ
レ
を
洋

式
化
す
る
と
し
て
、
現
在
、
順

次
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
県
立

足
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公

園
で
あ
り
、
平
成
6
年
度
か
ら

整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成
14
年

度
に
野
球
場
が
完
成
し
、
以
降

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
が
順
次
併
用
さ
れ
、
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
2
年
に
は
圏
央
道
の
茂

原
長
柄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
公
園
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
格
段
に
良
く
な
っ

た
の
で
、
公
園
の
更
な
る
利
用

促
進
に
向
け
た
整
備
状
況
に
つ

い
て
関
心
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
　

特
に
高
校
野
球
に
利
用
さ
れ

て
い
る
野
球
場
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

日
中
を
避
け
て
、
朝
夕
に
試
合

を
行
う
2
部
制
が
昨
年
度
よ
り

夏
の
甲
子
園
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
千
葉
県
予
選
に
お

い
て
も
採
用
が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
対
応
と
し
て
必
要
不
可

欠
な
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
設
置
を
、

現
在
長
生
の
森
公
園
の
野
球
場

に
お
い
て
も
進
め
て
も
ら
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
県
立
長
生
の

森
公
園
の
整
備
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
局
長　
長
生
の
森

公
園
は「
人
間
・
ス
ポ
ー
ツ
・
環

境
」
を
公
園
の
テ
ー
マ
と
し
て

自
然
の
地
形
や
豊
か
な
緑
を
保

全
し
な
が
ら
、
野
球
場
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
等
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
野
球
場
の
利
用

拡
大
や
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
拡
充
を
目
指
し
、
照

明
設
備
を
設
置
す
る
た
め

に
、
設
計
業
務
や
工
事
発

注
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

引
き
続
き
、
野
球
場
照
明

設
備
の
整
備
を
鋭
意
進
め

る
と
と
も
に
、
自
然
を
満

喫
で
き
る
散
策
路
整
備
の

た
め
の
用
地
取
得
に
取
り

組
む
な
ど
、
公
園
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
多
目
的
広
場
に

お
い
て
、
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
や
練
習
が
で
き
る
よ

う
、
芝
の
管
理
や
施
設
の

充
実
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

要望

　
田
畑
議
員　
県
立
長
生
の
森

公
園
は
、
長
生
・
夷
隅
地
域
の

広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
防
災
機
能
を
充

県
立
高
校
の
環
境
改
善
を
図
れ
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茂
原
市
に
と
っ
て
も
、
交
通

が
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
渋

滞
の
緩
和
や
安
全
性
の
向
上
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
潜
在
し

て
い
る
地
域
の
優
位
性
を
引
き

出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
道
路
と
し
て
、
大
変
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

令
和
６
年
３
月
に
長
南
町
道

か
ら
県
道
茂
原
大
多
喜
線
ま
で

の
２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開

通
し
、
圏
央
道
か
ら
４
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
が
併
用
さ
れ
た
。

　

続
く
区
間
の
早
期
開
通
に
対
す

る
地
元
の
期
待
も
高
ま
って
い
る

こ
と
か
ら
、
茂
原
市
三
ヶ
谷
地
先

の
広
域
農
道
ま
で
の
進
捗
状
況
が

大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、リ
ス
ク
を
伴
う
出
産
が
増

加
し
てい
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

出
産
リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦
の
ケ
ア

や
、
早
産
で
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
や
、
先
天
的
な
疾
患
を
持

つ
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
救
う
た
め
に

は
、
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
県
内
の
産
科
医

を
増
や
す
た
め
に
、ど
の
よ
う
な

取
組
を
し
てい
る
の
か
。

　

保
健
医
療
担
当
部
長　
国
が

令
和
2
年
の
医
師
数
を
も
と
に

算
定
し
た
偏
在
指
標
に
よ
れ
ば
、

本
県
は
都
道
府
県
別
で
第
34
位

と
、
分
娩
取
扱
医
師
の
医
師
少

数
県
と
な
っ
て
お
り
、 

産
科
医

の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
県
内
で

の
就
業
を
条
件
に
、
月
15
万
円

又
は
20
万
円
の
貸
付
金
の
返
還

を
免
除
す
る
医
師
修
学
資
金
貸

付
制
度
の
中
に
、
将
来
産
科
医

を
目
指
す
学
生
を
対
象
に
、
月

5
万
円
を
加
算
す
る
コ
ー
ス
を

設
け
、
産
科
医
の
養
成
及
び
確

保
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
産
婦
人
科
の
研
修
医
や

少
子
化
対
策
に
医
療
体
制
の
充
実
を

長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
進
捗
状
況

　

そ
こ
で
伺
う
。
長
生
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
の
県
道
茂
原
大
多
喜

線
か
ら
広
域
農
道
ま
で
の
区
間

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
長
生
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
は
、
圏
央
道
の

整
備
効
果
を
外
房
地
域
に
広
く

波
及
さ
せ
る
う
え
で
、
大
変
重

要
な
道
路
で
す
。 

　

県
道
茂
原
大
多
喜
線
か
ら
広

域
農
道
ま
で
の
２
．
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
区
間
に
つ
い
て
、
用
地

取
得
率
は
約
８
割
と
な
っ
て
お

り
、
残
る
用
地
の
取
得
を
進
め

る
と
と
も
に
、
県
道
を
跨
ぐ
橋

梁
の
下
部
工
事
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

引
き
続
き
、
地
元
の
皆
様
の
御

理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
早
期
に
開
通
で
き
る
よ
う
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

田
畑
議
員　
長
生
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
の
広
域
農
道
か
ら
一
宮
町

　

田
畑
議
員　
少
子
化
が
進
む

中
で
、
子
供
を
安
心
し
て
生
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作
る
こ

と
は
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ

と
思
う
。

　

公
立
長
生
病
院
で
は
出
産
が

で
き
な
い
。
ま
た
、
近
隣
に
出

産
で
き
る
施
設
が
少
な
い
状
況

で
あ
り
、
市
民
か
ら
も
、
産
科

を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う

声
が
あ
が
って
い
る
。

　

近
年
、全
国
で
も
、本
県
で
も
、

出
産
年
齢
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

河川整備で浸水被害を防げ

　
田
畑
議
員　
長
生
グ
リ
ー
ンラ

イ
ン
は
、
外
房
地
域
の
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
と
な
る
道

路
で
あ
り
、
現
在
、
令
和
８
年

度
中
の
全
線
開
通
に
向
け
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
圏
央
道

の
整
備
効
果
を
外
房
地
域
に
広

く
波
及
さ
せ
る
大
変
重
要
な
道

路
で
あ
る
。

会
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
こ
の
大
雨
を
教
訓
と
し
て
、
県

で
は
、こ
の
豪
雨
と
同
規
模
の
降

雨
に
対
し
、
令
和
11
年
度
末
ま

で
に
家
屋
や
主
要
施
設
の
浸
水
被

害
ゼ
ロ
を
目
標
と
す
る「
一
宮
川

流
域
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事

業
」を
立
上
げ
、
特
設
事
務
所
で

あ
る
一
宮
川
改
修
事
務
所
を
設

置
し
て
集
中
し
て
予
算
を
投
入

し
事
業
を
推
進
し
てい
た
だ
い
た
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
一
宮
川
に
お

け
る
河
川
整
備
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
一
宮
川
中

流
域
に
お
い
て
は
、一
宮
川
第
二

調
節
池
の
増
設
工
事
が
令
和
５

年
度
末
に
完
了
し
、
瑞
沢
川
合

流
点
か
ら
豊
田
川
合
流
点
ま
で

の
約
７
．
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区

間
に
お
け
る
河
道
の
拡
大
工
事

は
、
令
和
６
年
度
末
に
概
ね
完

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

現
在
は
、
上
流
域
に
お
い
て
河

川
整
備
を
進
め
て
お
り
、一
宮
川

第
三
調
節
池
の
遮
水
工
事
や
一
宮

川
上
流
及
び
支
川
で
あ
る
三
途
川

の
護
岸
設
計
等
を
行って
い
ま
す
。

　

田
畑
議
員　
茂
原
市
内
に
は
、

他
に
も
茂
原
市
役
所
前
を
流
れ

る
豊
田
川
と
、
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
前
で
本
川
に
合
流
す
る
鶴

枝
川
で
も
河
川
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
状
況
が
気
に
な
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
豊
田
川
及
び

鶴
枝
川
に
お
け
る
河
川
整
備
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
豊
田
川
に

つ
い
て
は
、
本
川
合
流
点
か
ら

茂
原
市
役
所
前
ま
で
の
約
0
．5

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に
お
い
て
、 

本
川
の
水
位
の
影
響
を
受
け
る

た
め
、
堤
防
を
本
川
堤
防
と
同

じ
高
さ
に
す
る
対
策
を
行
っ
て

お
り
、 現
在
、
右
岸
約
0
．1
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
及
び
左
岸
約
0
．
4

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
堤
防
高
を
確

保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

さ
ら
に
、
合
流
点
か
ら
約
5
．

5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
に
位
置

す
る
関
戸
堰
か
ら
上
流
側
0
．

6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に
お
い

て
も
河
川
改
修
を
行
う
こ
と
と 

ま
で
の
区
間
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
広
域
農
道

か
ら
一
宮
町
ま
で
の
区
間
につい
て

は
、 

現
在
、
道
路
や
橋
梁
の
設
計

を
進
め
る
と
と
も
に
、 

道
路
計
画

の
説
明
と
境
界
立
会
を
実
施
す

　

田
畑
議
員　

茂
原
市
を
流
れ

る
一
宮
川
は
、

平
成
以
降
５
度

の
浸
水
被
害
を

も
た
ら
し
、
浸

水
対
策
は
非
常

に
重
要
な
事
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

特
に
令
和
元

年
の
豪
雨
で
は
、

浸
水
戸
数
が

4
，
3
3
7
戸
、

浸
水
面
積
が
約

1
，
7
6
2
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
交
通

網
の
遮
断
や
公

共
施
設
の
被
害

な
ど
、
地
域
社

自席から要望する田畑議員

分
娩
を
取
り
扱
う
産
婦
人
科
医

の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
医
療

機
関
を
対
象
と
し
た
財
政
支
援

を
行
って
お
り
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
産
科

医
の
養
成
・
確
保
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

田
畑
議
員
　
周
産
期
の
医
療

提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の

か
。

　
保
健
医
療
担
当
部
長   

周
産
期

医
療
に
つ
い
て
は
、
出
産
を
希

望
す
る
す
べ
て
の
方
が
安
心
し

て
出
産
で
き
る
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
分
娩
リ
ス
ク
に
応
じ

て
、
病
院
、
診
療
所
及
び
助
産

所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
県
で
は
、
必
要
に
応
じ

て
、ハイ
リ
ス
ク
分
娩
に
対
応
で
き

る
医
療
機
関
へ
速
や
か
に
搬
送
で

き
る
よ
う
、
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
24
時
間

3
6
5
日
対
応
の
母
体
搬
送
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
県
内
12
か
所
の
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
や
新

生
児
集
中
治
療
室
の
整
備
への
財

政
支
援
を
行
っ
てい
ま
す
。 

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
産
科
機

能
維
持
の
た
め
、
分
娩
数
が
減
少

し
た
施
設
や
、
産
科
施
設
が
特
に

少
な
い
地
域
に
所
在
す
る
施
設
に

対
し
て
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
た
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、 

今
後
と
も
、
全
県

的
な
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
が
、
周
産
期
に
お

け
る
医
療
提
供
体
制
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
様
々
な

取
組
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

分
かっ
た
。
安
心
し
て
出
産
や
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
、
本
県
で
の
出
産
を
考

え
て
い
る
方
へ
の
後
押
し
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。 

出
産
は
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ど
こ
で

何
が
あって
も
、
適
切
な
病
院
に

運
ば
れ
る
よ
う
、
全
県
的
な
運

搬
調
整
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
大

変
重
要
と
考
え
る
。こ
の
体
制

が
継
続
し
て
維
持
で
き
る
よ
う
、

しっ
か
り
と
し
た
支
援
を
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。

要望

る
た
め
、 

地
元
説
明
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
月
か
ら
順

次
、
全
区
間
を
対
象
に
境
界
立

会
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。 

引

き
続
き
、
地
元
の
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
域
農
道
ま
で
の
区

間
の
早
期
開
通
に
向
け

て
、
着
実
に
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
二
期
区
間
の
早
期
の

用
地
取
得
に
向
け
て
、一
層
の

事
業
推
進
に
取
り
組
む
よ
う
要

望
す
る
。

し
て
お
り
、
現
在
、
用
地
測
量

を
進
め
て
い
ま
す
。 

　

鶴
枝
川
に
つい
て
は
、
本
川
合

流
点
か
ら
一
本
橋
ま
で
の
約
1
．

4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に
お
い
て
、 

堤
防
嵩
上
げ
の
設
計
を
進
め
て
お

り
、今
後
は
、地
元
調
整
を
行
い
、

速
や
か
に
工
事
着
手
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

田
畑
議
員　
赤
目
川
は
、
茂

原
市
本
納
地
区
を
東
西
に
流
れ
、

南
白
亀
川
の
支
川
に
な
る
。

　

赤
目
川
の
上
流
に
位
置
す
る

J
R
本
納
駅
周
辺
で
は
、こ
れ
ま

で
に
度
々
浸
水
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
茂
原
市
の
内
水
対
策
と

併
せ
て
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
赤
目
川
に
お

け
る
河
川
整
備
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

南
白
亀
川
と
の
合
流
点
か
ら
上

総
橋
ま
で
の
７
．７
キ
ロメ
ー
ト
ル

区
間
に
お
い
て
、
河
川
整
備
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で

に
南
白
亀
川
合
流
点
か
ら
新
手

樋
橋
上
流
ま
で
の
約
４
．９
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
区
間
の
河
道
拡
幅
と
、

そ
の
上
流
側
右
岸
に
あ
る
Ｂ
調

節
池
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
B
調
節
池
の
対
岸
に

位
置
す
る
A
調
節
池
に
お
い
て
、

貯
留
し
た
水
を
池
か
ら
排
水
す

る
設
備
の
工
事
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

要望
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